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お別れの歌を送る卒業生（東小）

　村内小中学校で卒業式が行われました。昭和中学校
では13日、53人の生徒が卒業しました。式では、在
校生を代表し石井颯

そうすけ

恭さん（２年生）が目標としてきた
卒業生たちに感謝の気持ちを込めて送辞。答辞では、
卒業生を代表して山田優

ゆ う ま

真さんが「どんなときも支え
てくれた家族、本当に感謝しています。最高でかけが
えのない時間をありがとうございました」と述べまし
た。
　また、各小学校では24日に45人が卒業を迎えまし
た。多くの来賓者や在校生に見送られ、思い出の詰まっ
た学び舎を旅立ちました。

答辞を述べる山田優真さん（昭和中） 式場を後にする卒業生（南小）

3月13日、24日　村内小中学校卒業式
旅立ちの日に

根岸校長から卒業証書を授与される卒業生（昭和中）

　第44回村民芸能祭が村文化協会（新木一
か ず お

雄会長）主
催で開催されました。ステージ上では、演奏や歌、ダ
ンスなど16団体による見事な演目が披露され、客席
から大きな拍手が送られました。
　また、芸能祭の開会に先立ち、村における文化の普
及振興に長年にわたり貢献された、しらゆりフォーク
ダンスクラブの澤浦愛

あ い こ

子さん、昭和村盆栽愛好会の鈴
木三

さぶろう

郎さん、ながいサロンの諸田しで子さんに新木会
長から文化功労賞が贈られました。

ステージ上から観客を魅了した（左から）オールスターチア、昭和中吹奏楽部、元上糸井舞踏会、川龍寺和讃の会

３月８日　第44回村民芸能祭・文化功労者表彰式
文化活動が称えられる・観客を魅了する見事な演目

文化功労賞を受ける（左から）澤浦さん、鈴木さん、諸田さん
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ニュース・トピックスでは、村の出来事や
話題など昭和村の「今」をお知らせします。

　多年にわたり地方自治の伸展に尽力し、村議会議員、
村議会議長を歴任した功績が顕著であるとして、その功
労が称えられ、七五三木隆

たかし

さん（入原上）に旭日単光章が
授与されました。

旭日単光章を受章した七五三木隆さん（右）

旭日単光章の授与
七五三木隆さんに叙勲

　２月28日に100歳を迎えた石井つる江さん（南内出）へ
髙橋村長から慶祝状と銀杯が手渡され、100歳の長寿を
祝いました。石井さんは「多くの子どもや孫に恵まれて
幸せです」と話してくれました。

慶祝状を受け取る石井つる江さん

３月２日　敬老祝い金
石井つる江さんに慶祝状

　選挙の管理執行及び明るい選挙の推進に長年尽力さ
れたとして前委員長の松井文

ふ み お

雄さん（三ツ谷）に総務大臣
から感謝状が贈られ、現委員長の林雄

ゆういち

一さん（生越）には
表彰状が贈られました。

表彰状と感謝状を手にする林委員長（左）と松井前委員長（右）

選挙管理委員会
選挙管理の功績が表彰される

　多面的機能支払優良表彰式が群馬県庁正庁の間で行
われました。自治会や女性会と連携し、地域一体となっ
て活動を行ってきたとして、大河長者の会（林美

み ち あ き

智明会
長）に、表彰状が贈られました。

表彰状を授与された林美智明さん

3月16日　多面的機能支払優良活動表彰
大河長者の会に表彰状

　村内保育園で卒園式が行われました。第一保育園で
は卒園児が園長先生から受け取った保育証書を掲げ、将
来の夢や保育園生活で楽しかったこと、小学校で頑張り
たいことなどを大きな声で発表していました。

園生活での思い出を歌に乗せて保護者に届ける園児たち

３月28日　村内保育園卒園式
大きな声で歌を届ける

　昭和中学校で社会福祉協議会（新木敬
け い じ

司会長）による
認知症サポーター育成講座が行われました。講座を受
講した１年生たちは、認知症についての理解を深めてい
ました。

認知症サポーターリングを掲げる生徒たち

２月27日　認知症サポーター講座
認知症への理解を深める


